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玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

八
五
（
八
五
）　

は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、
戦
前
期
東
京
に
お
け
る
玉
川
電
気
鉄
道
（
現

在
の
東
京
急
行
電
鉄
田
園
都
市
線
の
前
身
）
の
設
立
か
ら
合
併
ま

で
の
展
開
を
、
発
起
人
や
経
営
者
の
動
向
に
即
し
て
検
討
す
る
こ

と
で
あ
る
。
玉
川
電
気
鉄
道
は
一
九
〇
七
年
の
開
業
以
来
、
渋
谷

-

溝
ノ
口
間
の
路
線
を
幹
線
と
し
て
、
三
軒
茶
屋-
下
高
井
戸

（
現
在
の
東
京
急
行
電
鉄
世
田
谷
線
）、
玉
川-

砧
、
渋
谷-
天
現

寺
、
渋
谷
橋-

中
目
黒
の
各
区
間
に
わ
た
る
支
線
を
も
っ
て
い
た

（
図
一
）。
ま
た
、
兼
営
事
業
と
し
て
、
乗
合
自
動
車
事
業
や
電
灯

電
力
の
供
給
事
業
も
行
っ
て
い
た
会
社
で
あ
る
。
そ
の
後
は
東
京

横
浜
電
鉄
の
傘
下
に
置
か
れ
、
一
九
三
八
年
に
同
社
に
合
併
さ
れ

て
い
る
。
同
社
の
鉄
道
は
電
気
軌
道
で
あ
り
、
法
律
上
は
道
路
交

通
の
補
助
的
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た）

1
（

。

こ
う
し
た
都
市
部
に
お
け
る
鉄
道
の
研
究
は
、
中
西
健
一
『
日

本
私
有
鉄
道
史
研
究
増
補
版
』）

2
（

以
来
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
同
書
は
都
市
交
通
の
発
展
過
程
を
、
主
に
統
計
的
資
料
に
基

づ
き
提
起
し
た
先
駆
的
研
究
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
各
鉄
道
に
関

す
る
個
別
的
な
実
態
ま
で
議
論
が
及
ん
で
い
な
い
。
こ
う
し
た
点

を
踏
ま
え
て
玉
川
電
気
鉄
道
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
鈴
木
勇
一
郎

で
あ
っ
た）

3
（

。
鈴
木
勇
一
郎
は
、
世
田
谷
線
の
開
通
に
関
し
て
、
沿

線
地
域
で
あ
る
世
田
ヶ
谷
村
の
動
向
の
み
を
重
視
し
て
検
討
し
、

そ
の
過
程
で
草
創
期
に
お
け
る
鉄
道
設
立
計
画
の
展
開
過
程
を
解

明
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
後
の
展
開
に
関
し
て
は
社
史
で
の

記
述
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
に
お
け
る
電
気
軌
道
の
個
別
実

証
的
研
究
の
蓄
積
が
少
な
い
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
本
稿
は
、
玉
川

電
気
鉄
道
を
素
材
と
す
る
こ
と
で
、
東
京
の
都
市
交
通
の
一
端
を

解
明
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

三　

科　

仁　

伸



八
六

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
前
提
と
し
つ
つ
、
玉
川
電

気
鉄
道
の
展
開
過
程
を
検
討
し
て
い
く
。
第
一
節
で
は
、
鈴
木
勇

一
郎
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
沿
線
地
域
住
民
と
共
同
し
て
計
画
を

推
進
し
た
渡
邊
熊
之
進
に
着
目
し
、
開
業
ま
で
の
展
開
を
追
っ
て

い
く
。
第
二
節
で
は
、
開
業
後
の
鉄
道
事
業
の
展
開
を
、
旅
客
輸

送
事
業
と
砂
利
関
連
事
業
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
第
三

節
で
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
主
導
し
た
経
営
陣
と
そ
れ
を
支
え
た

株
主
に
関
し
て
、
津
田
興
二
と
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家
と
の
関
係

を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。
尚
、
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
史
料

は
、
主
と
し
て
東
京
府
文
書
や
新
聞
記
事
、
社
史
、『
営
業
報
告

書
』（『
事
業
報
告
書
』）
東
京
急
行
電
鉄
所
蔵
資
料
で
あ
る
。

一　

玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
開
業
ま
で
の
道
程

一-

一
、
計
画
の
胎
動

本
節
で
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
過
程
に
関
し
て
、
開
業
に

至
る
ま
で
の
動
向
を
検
討
し
て
い
く
。

玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
計
画
は
、
一
八
九
六
年
一
一
月
一
八
日

付
で
、
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
の
名
称
を
も
っ
て
、
玉
川-

三
宅
坂

間
の
鉄
道
敷
設
申
請
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る）

4
（

。

「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
株
式
会
社
軌
道
布
設
請
願
書
」）

5
（

に
よ
る
と
、

物
流
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
東
京
府
荏
原
郡
世
田
ヶ
谷
村
武

相
中
央
鉄
道
世
田
ヶ
谷
駅
停
車
場
ヲ
起
点
ト
シ
、
県
道
黒
駒
街
道

ニ
ヨ
リ
砧
村
岡
本
大
蔵
喜
多
見
狛
江
村
岩
戸
間
」
に
鉄
道
を
敷
設

す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
当
時
計
画
中
で
あ
っ
た
武
相
中

央
鉄
道
へ
の
接
続
を
期
し
て
い
た
。
こ
の
中
で
は
、「
多
摩
川
ヨ

リ
産
出
ス
ル
砂
利
ノ
東
京
市
ニ
供
給
ス
ル
年
々
ノ
需
要
ハ
実
ニ
其

幾
百
万
噸
タ
ル
ヲ
算
ス
ル
ニ
苦
シ
ム
次
第
ニ
有
之
、
且
年
々
炎
熱

ノ
候
、
東
京
市
ニ
供
給
ス
ル
長
尾
製
氷
ニ
於
モ
又
其
数
量
莫
大
ノ

者
ニ
有
之
候
ガ
、
従
来
之
レ
等
ノ
運
輸
ハ
一
ニ
馬
力
人
力
ニ
ヨ
ル

ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
交
通
機
関
完
備
ノ
今
日
不
便
啻
ニ
当
業
者
ノ
慨
嘆

ノ
ミ
ニ
無
之
、
随
テ
與
業
上
百
事
ノ
渋
滞
ヲ
来
シ
其
影
響
実
ニ
少

（
八
六
）　

玉川電気鉄道線
省線

渋谷橋

天現寺橋

渋谷恵比寿

目黒

中目黒
三軒茶屋

下高井戸

玉川

砧

多摩川

溝ノ口

渋谷

図 1　玉川電気鉄道路線図

典拠）「玉川電気鉄道沿線案内図」、東京急
行電鉄株式会社所蔵資料より作成。



玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

八
七
（
八
七
）　

ナ
カ
ラ
ザ
ル
次
第
ニ
有
之
候
」
と
し
た
上
で
、「
電
気
鉄
道
布
設

ノ
上
ハ
、
遠
来
交
通
上
ノ
利
便
ヲ
得
ル
コ
ト
不
尠
候
」
と
し
て
、

交
通
機
関
拡
充
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
出
願
は
、「
明

治
三
十
年
九
月
十
四
日
特
許
相
成
候
」）

6
（

と
あ
る
よ
う
に
迅
速
に
特

許
さ
れ
た
が
、
こ
の
路
線
の
建
設
工
事
が
行
わ
れ
た
痕
跡
は
確
認

で
き
て
い
な
い
。
こ
の
「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
株
式
会
社
軌
道
布

設
請
願
書
」
は
田
中
筑
䦜
ら
十
四
名
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
内
十
一
名
は
荏
原
郡
在
住
の
人
物
で
あ
る
（
表
一
）。
こ
の

時
期
に
は
、
田
中
榮
之
助
が
発
起
人
総
代
を
務
め
て
い
た）

7
（

。

田
中
榮
之
助
が
死
亡
し
た
後
は）

8
（

、
管
見
の
限
り
、
発
起
人
総
代

は
置
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
渡
邊
熊
之
進
が
中
心
と
な
っ
て
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
沿
線
地
域
の
有
力
者
で

あ
る
大
場
家
を
中
心
と
し
た
世
田
ヶ
谷
村
の
人
々
は
鉄
道
建
設
に

積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る）

9
（

。
そ
の
一
方

で
、
そ
も
そ
も
、
鉄
道
建
設
に
関
す
る
出
願
書
類
は
、
そ
の
継
目

印
や
訂
正
印
か
ら
考
え
て
、
渡
邊
熊
之
進
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
株
式
会
社
創
立
事

務
所
は
、
一
八
八
七
年
三
月
一
一
日
よ
り
「
麹
町
区
有
楽
町
三
丁

目
一
番
地
渡
辺
方
」）

10
（

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
会
社
設
立
時
点
で
の

本
店
の
所
在
地
が
「
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
一
丁
目
五
番
地
」）

11
（

で

あ
る
渡
邊
熊
之
進
の
居
住
地）

12
（

で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、『
東
京

朝
日
新
聞
』
の
記
事
が
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
を
「
府
下
の
渡
邊
熊

之
進
氏
及
び
沿
道
地
主
有
志
発
起
に
係
る
」）

13
（

も
の
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
を
中
心
と
し
た
設
立
計
画
の
進
展
が
う

か
が
い
知
れ
る）

14
（

。

一
九
〇
〇
年
六
月
四
日
、
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
は
大
規
模
な
路

線
拡
張
計
画
を
出
願
し
て
い
る）

15
（

。
こ
れ
は
、「
東
京
府
豊
多
摩
郡

渋
谷
村
元
青
山
北
七
丁
目
市
郡
境
界
地
ヨ
リ
、
大
山
街
道
通
リ
荏

原
郡
世
田
谷
村
駒
澤
村
玉
川
村
ヲ
経
テ
玉
川
二
子
渡
舩
場
ニ
至

ル
」
路
線
を
筆
頭
に
、「
東
京
市
芝
区
赤
羽
橋
ヨ
リ
一
ノ
橋
ニ
出

表 1　玉川砂利電気鉄道設発起人

氏名 住所
鈴木直人 東京市芝区桜川町
逸見才三 東京市芝区愛宕下町
渡邊熊之進 東京市麹町区有楽町
大場信愛 荏原郡世田谷村世田谷
坂本清蔵 荏原郡世田谷村世田谷
高橋良之助 荏原郡世田谷村世田谷
橋本作左ェ門 荏原郡世田谷村世田谷
猪又雄造 荏原郡世田谷村世田谷
田中榮之助 荏原郡世田谷村世田谷
蓑口定次郎 荏原郡世田谷村世田谷
松本鋭太郎 荏原郡世田谷村世田谷
田中筑䦜 荏原郡玉川村上野毛
高木正年 荏原郡品川町大字品川南品川宿
栗山久次郎 荏原郡碑衾村
典拠）  「玉川電気鉄道布設請願書」、『明治卅年 

文書類纂 土木』、東京府文書より作成。
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文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
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号
（
第
一
分
冊
）

（
八
八
）　

テ
、
渋
谷
川
南
岸
ニ
沿
ヒ
、
豊
多
摩
郡
渋
谷
村
広
尾
、
目
切
坂

（
新
道
）
ヲ
経
テ
目
黒
村
上
目
黒
、
大
坂
下
ニ
至
ル
」
路
線
、「
東

京
府
荏
原
郡
駒
澤
村
里
俗
三
軒
茶
屋
ヨ
リ
、
世
田
谷
村
下
町
上
町

ヲ
経
テ
駒
澤
村
弦
巻
ニ
至
ル
」
路
線
、
そ
し
て
「
東
京
府
北
多
摩

郡
玉
川
登
戸
渡
舩
場
ヨ
リ
調
布
町
元
国
領
里
俗
鍋
屋
横
町
甲
州
街

道
ニ
至
ル
」
路
線
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
路

線
は
、
郡
部
会
の
「
御
許
可
不
相
成
様
致
度
」）

16
（

と
す
る
反
対
も
あ

り
、
以
前
に
一
度
不
認
可
と
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
再
度
出
願
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る）

17
（

。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
府
は
、「
本
願
ハ
其

要
部
ハ
玉
川
電
気
鉄
道
ノ
先
願
ア
リ
。
其
余
ハ
敢
而
必
要
ノ
線
路

ニ
ア
ラ
サ
ル
」
と
し
た
上
で
、「
去
ル
三
十
一
年
三
月
八
日
付
二

丙
第
三
七
一
〇
号
ヲ
以
テ
、
本
願
許
可
相
成
ラ
サ
ル
様
致
度
旨
副

申
置
候
次
第
ニ
有
之
候
間
、
書
類
其
侭
及
進
達
候
」）

18
（

と
し
て
、
前

回
同
様
、
不
認
可
に
す
る
よ
う
意
見
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

同
時
に
出
願
さ
れ
て
い
た
別
の
玉
川
電
気
鉄
道
建
設
計
画
の
存
在

が
大
き
く
意
識
さ
れ
て
い
た）
19
（

。
だ
が
、
こ
の
玉
川
電
気
鉄
道
建
設

計
画
が
立
ち
消
え
と
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
一
変
す
る
。

一
九
〇
二
年
二
月
八
日
付
で
、
渡
邊
熊
之
進
、
田
中
筑
䦜
、
横
溝

清
太
郎
の
三
名
に
対
し
て
、
渋
谷-

玉
川
間
の
路
線
に
対
し
て
、

内
務
省
よ
り
特
許
が
交
付
さ
れ
、
こ
こ
に
路
線
開
業
へ
の
道
が
開

か
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
延
長
線
と
し
て
出
願
し
た
路
線
を
主

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
草
創
期
に
構
想
さ
れ
た
計
画
路
線
と
は
大

き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
延
長
線
に
関
す
る
特
許
の
交

付
を
受
け
て
、
同
年
三
月
二
〇
日
、
社
名
を
「
玉
川
電
気
鉄
道
」

に
改
称
し
、
以
降
、
路
線
建
設
工
事
へ
と
邁
進
し
て
い
く
こ
と
と

な
る）

20
（

。
一-

二
、
建
設
工
事
の
難
航

一
九
〇
三
年
一
〇
月
四
日
、
玉
川
電
気
鉄
道
は
会
社
創
立
総
会

を
行
い
、
資
本
金
四
〇
万
円
の
玉
川
電
気
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
る
。
専
務
取
締
役
に
は
渡
邊
熊
之
進
が
就
任
し
、
取
締
役
に

伯
爵
坊
城
俊
章
や
早
川
政
廣
ら
を
選
任
し
、
相
談
役
に
根
津
嘉
一

郎
や
旧
郡
上
藩
主
の
子
爵
青
山
幸
宜
等
を
加
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
人
々
の
主
導
に
よ
っ
て
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
建
設
は
進
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

同
社
は
鉄
道
建
設
工
事
の
資
金
を
募
る
た
め
、
発
行
済
み
株
式

に
対
す
る
払
込
通
知
を
出
し
、
資
金
の
獲
得
を
行
っ
て
い
く
。
一

九
〇
四
年
一
二
月
二
五
日
に
第
二
回
株
式
払
込
通
告
を
、
翌
一
九

〇
五
年
六
月
二
八
日
に
第
三
回
株
式
払
込
通
告
を
行
い
、
そ
の
後

第
四
回
払
込
通
告
を
経
て
、
一
九
〇
六
年
二
月
二
三
日
に
資
本
金

四
〇
万
円
の
全
額
払
込
を
完
了
し
て
い
る）

21
（

。
こ
れ
ら
の
資
金
に

よ
っ
て
軌
道
建
設
工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は



玉
川
電
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八
九
（
八
九
）　

必
ず
し
も
順
調
に
進
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
日
露

戦
争
期
の
当
該
時
期
に
お
い
て
は
、
東
京
府
に
よ
る
街
道
の
幅
員

拡
張
工
事
の
た
め
の
用
地
買
収
が
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
建
設
工
事

に
大
幅
な
遅
延
を
来
す
こ
と
に
な
っ
た）

22
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

難
航
す
る
用
地
確
保
の
た
め
、
玉
川
電
気
鉄
道
は
土
地
収
用
法
に

よ
る
用
地
買
収
を
企
図
す
る
。
同
社
は
、
一
九
〇
四
年
八
月
三
日

付
で
、「
土
地
収
用
事
業
認
定
ノ
儀
ニ
付
申
請
」）

23
（

を
提
出
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
は
、「
当
会
社
電
気
鉄
道
敷
設
ニ
関
シ
、
道
路
拡

築
新
設
、
発
電
所
、
車
庫
新
設
等
ノ
用
ニ
供
ス
ル
為
メ
土
地
買
収

ノ
必
要
有
之
候
処
、
到
底
協
議
ニ
依
リ
買
収
ヲ
了
シ
難
」
き
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
単
独
で
の
用
地
買
収
に
困
難
が
生
じ
て
い
た

た
め
、
土
地
収
用
法
の
趣
旨
に
鑑
み
、
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
一
九
〇
五
年
二
月
四

日
の
内
閣
閣
議
に
お
い
て
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
事
業
は
、「
公
共

ノ
利
益
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
業
ニ
シ
テ
、
土
地
収
用
法
第
二
條
第
四
号

ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
同
法
ニ
依
リ
土
地
ヲ
収
用
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
」）

24
（

と
内
務
大
臣
の
申
請
通
り
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。

実
際
の
建
設
工
事
で
は
、
建
設
用
地
の
取
得
以
上
の
問
題
が
発

生
し
て
い
た
。
玉
川
電
気
鉄
道
が
警
視
庁
及
び
東
京
府
に
対
し
て

「
電
気
鉄
道
工
事
施
工
認
可
申
請
」）

25
（

を
提
出
し
た
の
は
一
九
〇
五

年
二
月
二
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
な
か
な
か

認
可
が
下
り
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
七
月
二
七
日
付
で
「
工
事
認

可
願
ノ
儀
ニ
付
追
願
」）

26
（

を
提
出
し
、「
作
業
上
ノ
都
合
モ
有
之
候

条
、
豊
多
摩
郡
渋
谷
村
道
玄
坂
上
ヨ
リ
荏
原
郡
世
田
谷
村
里
俗
三

軒
茶
屋
（
御
庁
予
定
改
修
道
）
ヲ
除
キ
、
其
他
ノ
部
分
ニ
対
シ
至

急
工
事
施
工
ノ
儀
御
認
可
被
成
下
度
」
と
す
る
見
解
を
述
べ
て
い

る
。
東
京
府
は
、
こ
れ
を
内
務
省
に
回
送
し
、
内
務
省
は
こ
の
案

件
を
認
可
し
て
い
る）

27
（

。
東
京
府
は
一
九
〇
六
年
一
月
二
一
日
付
で

こ
の
旨
を
玉
川
電
気
鉄
道
に
伝
え
、
こ
こ
に
三
軒
茶
屋-

玉
川
間

の
軌
道
建
設
工
事
が
正
式
に
認
可
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
玉
川
電
気
鉄
道
は
、
同
年
一
月
二
三
日
付
の
「
御
届
」）
28
（

で
、
工
事
の
着
手
期
日
を
「
明
治
三
八
年
一
月
廿
五
日
」
と
し
て
、

そ
の
竣
工
期
限
を
「
仝
年
四
月
三
十
日
」
と
設
定
す
る
と
す
る
申

請
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
建
設
工
事
は
順
調
に
進
ま
ず
、
同

年
四
月
二
七
日
付
で
「
工
事
竣
工
期
限
変
更
届
」）

29
（

を
提
出
し
、

「
都
合
有
之
、
期
限
内
之
落
成
致
シ
難
ク
候
間
、
竣
工
期
限
延
期

シ
、
明
治
三
十
八
年
八
月
三
十
一
日
ト
変
更
仕
候
」
と
し
て
、
工

事
完
了
期
限
の
延
期
を
申
請
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
工
事

は
こ
こ
で
期
限
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
一
九
〇
五
年
八
月
三
一

日
に
も
間
に
合
わ
ず
、
同
年
八
月
九
日
付
で
再
度
「
工
事
竣
工
期

限
変
更
届
」）

30
（

を
提
出
し
、「
当
春
以
来
雨
天
連
続
、
工
事
出
来
難

ガ
為
メ
、
更
ニ
竣
工
期
限
ヲ
十
二
月
廿
日
迠
ト
延
期
変
更
仕
度
」
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と
す
る
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
工
事
の
遅
延

の
理
由
と
し
て
天
候
不
順
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以

上
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
。

建
設
工
事
の
遅
延
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
は
、

玉
川
電
気
鉄
道
の
建
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
業
者
に
あ
っ
た
。
玉

川
電
気
鉄
道
は
三
軒
茶
屋
以
西
及
び
発
電
所
の
建
設
を
長
田
政
次

郎
の
周
旋
に
よ
り
、
千
住
中
組
の
土
木
業
者
、
石
井
榮
次
郎
、
石

井
久
兵
衛
の
親
子
に
請
け
負
わ
せ
、
決
し
て
下
請
け
に
は
発
注
し

な
い
よ
う
取
り
決
め
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
石
井
親
子
は

こ
の
工
事
を
四
万
五
〇
〇
〇
円
で
鈴
木
秀
次
郎
に
請
け
負
わ
せ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
鈴
木
秀
次
郎
は
請
負
金
が
低
廉
で
あ
る
と
し
て
、

工
事
を
粗
略
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
問
題
視
し
た
玉
川

電
気
鉄
道
は
石
井
親
子
と
契
約
の
変
更
を
複
数
回
行
い
、
九
五
〇

〇
円
を
渡
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
鈴
木
秀
次
郎
の
も
と
に
は
一
〇
〇

〇
円
し
か
払
わ
れ
ず
、
結
果
的
に
工
事
は
中
止
さ
れ
る
ま
で
の
事

態
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
鈴
木
秀
次
郎
が

工
事
の
継
続
と
建
設
費
支
払
の
た
め
、
大
量
の
人
夫
を
動
員
す
る

と
い
う
強
硬
的
な
事
態
を
発
生
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
建
設

工
事
は
進
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
石
井
親

子
が
前
金
の
請
求
や
工
事
資
金
の
増
額
を
求
め
る
な
ど
、
玉
川
電

気
鉄
道
と
鈴
木
秀
次
郎
と
の
中
間
に
介
在
し
て
い
く
こ
と
で
、
同

社
と
現
場
と
の
交
渉
は
難
航
し
、
最
終
的
に
は
法
廷
闘
争
も
辞
さ

な
い
構
え
で
強
硬
に
契
約
の
解
除
を
通
告
す
る
こ
と
で
事
態
の
打

開
を
図
っ
て
い
る）

31
（

。『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
こ
の
事
件
を
伝
え
る

記
事
の
中
で
、
当
初
は
玉
川
電
気
鉄
道
に
対
し
て
、「
心
あ
る
も

の
を
し
て
前
途
如
何
を
疑
は
し
め
つ
ヽ
あ
る
由
に
て
、
其
株
主
名

簿
に
よ
る
も
専
務
取
締
役
た
る
渡
邊
熊
三

〔
マ
マ
〕氏
が
妻
子
名
義
の
分
を

併
せ
て
九
百
株
を
有
し
、
其
他
坊
城
俊
章
氏
の
如
き
同
じ
く
九
百

余
株
を
有
す
る
等
、
聞
く
も
の
皆
悚
然
た
ら
ざ
る
は
な
か
り
し
」

も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
鈴
木
秀
次
郎
の
と
っ
た
人
夫
動
員
の

行
動
を
「
自
衛
上
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、

「
前
途
、
会
社
が
不
当
の
行
為
を
継
続
す
る
に
於
て
は
或
は
意
外

の
椿
事
を
醸
さ
ん
模
様
な
り
」
と
し
て
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営

陣
に
対
し
て
批
判
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
だ
が
続
報
を
伝
え

る
記
事
の
中
で
は
、
石
井
親
子
の
動
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

で
、
こ
の
騒
動
は
「
会
社
に
は
気
の
毒
」
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

玉
川
電
気
鉄
道
は
、
こ
う
し
た
工
事
遅
延
の
騒
動
に
よ
り
、
発

電
所
及
び
道
路
の
工
事
を
自
社
の
直
轄
工
事
に
よ
り
行
う
こ
と
を

決
定
し）

32
（

、
一
九
〇
五
年
四
月
二
七
日
付
で
「
工
事
竣
工
期
限
変
更

届
」）

33
（

を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
建
設
工
事
の
竣
工
期
限

を
同
年
八
月
三
一
日
と
定
め
、
同
年
四
月
六
日
よ
り
実
際
の
工
事

に
着
手
し
て
い
る）

34
（

。
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九
一
（
九
一
）　

尚
、
道
玄
坂-

三
軒
茶
屋
間
の
建
設
工
事
は
一
九
〇
五
年
一
〇

月
二
五
日
に
認
可
さ
れ
、
渋
谷-

道
玄
坂
間
の
建
設
工
事
は
一
九

〇
六
年
九
月
一
日
に
認
可
さ
れ
て
い
る）

35
（

。

一-

三
、
渡
邊
熊
之
進
の
退
任

先
述
の
よ
う
に
軌
道
建
設
工
事
の
遅
滞
や
そ
れ
に
伴
う
資
金
不

足
な
ど
に
よ
り
、
設
立
後
の
玉
川
電
気
鉄
道
は
早
く
も
厳
し
い
状

況
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
渡
邊
熊
之
進
は
一
九
〇
五
年
八
月
一
五

日
の
臨
時
株
主
総
会
で
、
そ
の
責
任
を
と
る
形
で
取
締
役
に
降
格

し
、
か
わ
っ
て
子
爵
青
山
幸
宜
が
専
務
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る）

36
（

。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
渡
邊
熊
之
進
へ
の
批
判
が
噴
出

し
た
の
が
、
同
年
一
二
月
二
六
日
の
株
主
総
会
で
あ
っ
た
。
こ
の

株
主
総
会
の
席
上
、
開
会
宣
言
の
直
後
に
、
元
玉
川
電
気
鉄
道
の

技
師
長
を
務
め
て
い
た
三
浦
吉
勝
が
、
渡
邊
熊
之
進
に
向
か
っ
て
、

「
前
数
回
の
報
告
書
に
於
て
我
会
社
は
資
本
金
四
十
万
円
を
以
て

優
に
本
年
十
月
迄
に
全
工
事
竣
成
す
べ
き
旨
を
吹
聴
し
な
が
ら
、

現
今
殆
ど
資
本
金
の
全
額
を
費
消
し
て
尚
工
事
は
三
分
一
内
外
の

落
成
を
見
ざ
る
は
如
何
」
と
詰
問
し
た
。
渡
邊
熊
之
進
は
物
価
の

高
騰
を
理
由
と
し
て
答
弁
す
る
も
、
三
浦
吉
勝
は
尚
も
質
問
を
継

ぎ
、
取
締
役
の
権
限
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
更
に
は
玉
川
電
気
鉄

道
の
借
入
金
高
を
問
う
に
至
る
。
こ
う
し
た
質
問
に
対
し
て
、
渡

邊
熊
之
進
は
満
足
な
答
弁
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、「
専
務
取
締

役
た
る
青
木

﹇
マ
マ
﹈氏
は
只
表
面
上
の
こ
と
に
し
て
、
其
実
渡
邊
取
締
役

が
細
工
し
居
る
こ
と
な
れ
ば
、
彼
を
退
任
せ
し
む
る
に
如
か
ず
」

と
し
て
、
渡
邊
熊
之
進
に
対
す
る
非
難
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

株
主
総
会
に
出
席
し
て
い
た
株
主
か
ら
は
、「
斯
の
如
き
人
に
会

社
の
業
務
執
行
を
委
任
す
る
は
頗
る
気
遣
は
し
」
と
し
て
、
会
社

の
財
産
調
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
な
け
れ
ば
、
議
案

を
承
認
で
き
な
い
と
す
る
動
議
ま
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的

に
は
持
株
数
の
関
係
も
あ
り
、
事
務
報
告
書
は
承
認
さ
れ
た
一
方

で
、
定
款
改
正
及
び
監
査
役
増
加
の
件
に
関
し
て
は
、
次
回
の
株

主
総
会
に
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
妥
協
を
は
か
り
、
当
日
の
株

主
総
会
を
終
了
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
玉
川
電
気
鉄
道
重
役
と

株
主
と
の
間
で
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
懇
親
会
が
開
か
れ
て

い
る）

37
（

。
こ
の
株
主
総
会
で
、
三
浦
吉
勝
が
渡
邊
熊
之
進
に
対
し
て

質
問
を
繰
り
返
し
、
そ
の
間
、
青
山
幸
宜
は
一
切
の
発
言
を
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
時
期
の
玉
川
電
気
鉄
道
は
、

依
然
と
し
て
渡
邊
熊
之
進
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

渡
邊
熊
之
進
は
、
翌
一
九
〇
六
年
一
月
三
日
付
で
取
締
役
を
退
任

し
、
以
降
、
玉
川
電
気
鉄
道
と
の
交
流
を
断
っ
て
い
る）

38
（

。

尚
、
そ
の
後
の
渡
邊
熊
之
進
は
、
日
本
電
気
鉄
道
（
後
、
武
蔵

電
気
軌
道
へ
改
称
、
京
王
電
気
軌
道
の
前
身
）
の
設
立
に
関
係
し）

39
（

、
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一
九
一
〇
年
六
月
二
七
日
付
で
社
名
を
変
更
す
る
の
に
伴
い
、
利

光
丈
平
に
発
起
人
の
権
限
を
継
承
さ
せ
る
ま
で）

40
（

、
同
計
画
に
奔
走

し
て
い
た
。
ま
た
、
乗
合
自
動
車
業
へ
の
進
出
や
四
輪
車
の
開
発

な
ど
、
一
貫
し
て
交
通
事
業
に
興
味
を
寄
せ
て
い
た）

41
（

。

一
九
〇
六
年
四
月
一
七
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
は
、
建
設
資
金

の
調
達
問
題
が
最
大
の
争
点
と
な
り
、
砂
利
販
売
資
金
の
不
足
分

に
あ
た
る
二
〇
万
円
の
借
入
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
定

款
第
一
二
条
中
の
「
取
締
役
ノ
互
選
ヲ
以
テ
専
務
取
締
役
一
名
ヲ

置
ク
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
規
定
が
削
除
さ
れ
、
第
一
六
条
と
し
て

「
取
締
役
ハ
互
選
ヲ
以
テ
社
長
及
専
務
取
締
役
一
名
ヲ
置
ク
モ
ノ

ト
ス
」
と
い
う
規
定
に
変
更
さ
れ
て
い
る）

42
（

。
取
締
役
社
長
を
置
く

こ
と
で
、
企
業
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
議
決
さ
れ
た
資
金
の
借
入
案
は
、
同
日
付
で

東
京
府
に
提
出
さ
れ
た
「
請
願
書
」）

43
（

に
よ
る
と
、「
道
路
ニ
敷
設

セ
ル
工
作
物
其
他
営
業
上
必
要
ナ
ル
物
件
ヲ
義
務
履
行
ノ
担
保
」

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
来
な
ら
ば
、
株

式
増
資
を
行
う
こ
と
で
資
金
を
集
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、「
会
社
ノ

信
用
極
メ
テ
薄
キ
」
現
状
に
鑑
み
、
現
在
の
株
主
や
一
般
の
有
資

者
も
増
資
に
応
じ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
「
信
用
薄
弱
抵
当

皆
無
」
の
状
況
の
た
め
、
借
入
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
を
説
明
し

て
い
る
。
物
価
や
工
賃
な
ど
の
高
騰
に
加
え
て
東
京
府
に
よ
る
道

路
拡
張
事
業
の
影
響
が
部
分
的
に
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
こ

う
し
た
状
況
を
現
出
さ
せ
た
最
大
の
要
因
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
に

対
す
る
信
用
の
欠
如
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
金
調
達

方
法
は
、
同
年
五
月
一
一
日
付
で
内
務
省
よ
り
認
可
を
受
け
て
い

る）
44
（

。た
だ
し
、
こ
う
し
た
方
法
に
よ
る
資
金
調
達
は
株
主
に
は
容
認

し
難
い
も
の
で
あ
り
、
事
前
に
「
多
分
本
日
の
総
会
は
無
事
終
了

せ
ざ
る
べ
し
」
と
予
期
さ
れ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
六
年
六
月
三
〇

日
の
株
主
総
会
は
紛
糾
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
金
調
達
は
容
認

し
難
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
責
任
を
と
る

べ
き
旨
の
発
言
が
飛
び
出
し
た
。
最
終
的
に
投
票
に
持
ち
込
ま
れ
、

玉
川
電
気
鉄
道
側
提
出
案
の
通
り
借
入
案
は
可
決
さ
れ
た
が
、
そ

の
際
に
委
任
状
の
不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
、
同
日
の
総
会
は
全
て

の
議
案
の
審
議
を
完
了
で
き
ず
、
総
会
自
体
が
散
会
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
訴
訟
に
ま
で
発
展
す
る
様
相
を
示
し
、
事
業
報
告

や
重
役
改
選
、
会
社
譲
渡
付
借
入
金
な
ど
の
資
金
調
達
に
関
す
る

議
案
は
、
最
早
結
論
を
み
る
こ
と
な
ど
不
可
能
な
状
況
に
な
っ
て

い
た）

45
（

。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
玉
川
電
気
鉄
道
は
相
次
ぐ
資
金
不
足
と

度
重
な
る
工
事
期
限
の
延
期
な
ど
に
よ
り
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
問
題
は
「
前
重
役
が
設
計
を
誤
り
た
る
結
果
」）

46
（

で
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あ
る
と
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
株
主
の
納
得
す
る
打
開
策
を
示
し

え
な
か
っ
た
経
営
陣
に
対
す
る
風
当
た
り
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
状
況
下
に
あ
っ
た
玉
川
電
気
鉄
道
に
資
金
を
提
供
し
た

の
は
、
世
田
ヶ
谷
新
町
に
住
宅
建
築
を
計
画
し
て
い
た
東
京
信
託

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
東
京
信
託
よ
り
迎
え
入
れ
た
永
松
達
吾
の

も
と
、
玉
川
電
気
鉄
道
は
開
業
を
む
か
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る）
47
（

。
二　

玉
川
電
気
鉄
道
の
開
業
と
鉄
道
事
業
の
展
開

二-

一
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
開
業

本
節
で
は
、
開
業
後
の
玉
川
電
気
鉄
道
の
鉄
道
事
業
の
動
向
を

中
心
に
、
そ
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
。

一
九
〇
七
年
三
月
六
日
、
玉
川
電
気
鉄
道
は
道
玄
坂-

三
軒
茶

屋
間
を
開
通
さ
せ
、
同
年
四
月
一
日
、
三
軒
茶
屋-
玉
川
間
を
、

同
年
八
月
一
一
日
、
渋
谷-

道
玄
坂
間
を
開
通
さ
せ
、
こ
こ
に
全

線
の
開
通
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
開
業
当
日
は
、
沿
線
地
域
に
存

在
し
て
い
た
陸
軍
の
半
休
日
と
重
な
っ
た
た
め
、
兵
隊
を
中
心
に

満
員
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る）

48
（

。
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
代

に
入
る
と
路
線
網
を
拡
大
さ
せ
、
一
九
二
四
年
に
は
砧
及
び
天
現

寺
橋
ま
で
支
線
を
開
通
し
、
翌
一
九
二
五
年
に
は
三
軒
茶
屋
よ
り

分
岐
し
て
下
高
井
戸
に
至
る
路
線
を
開
通
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
二
七
年
に
は
中
目
黒
に
至
る
支
線
を
開
通
さ
せ
る
と
共
に
、

幹
線
の
溝
ノ
口
ま
で
の
延
長
を
行
っ
て
い
る）

49
（

。

こ
こ
で
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
主
要
事
業
の
業
績
を
示
す
（
図

二
）。
玉
川
電
気
鉄
道
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
は
電
灯
電
力
事
業

が
や
や
鉄
道
事
業
の
収
益
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
代

に
入
る
と
鉄
道
事
業
が
躍
進
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、

一
九
三
〇
年
代
で
は
再
び
電
灯
電
力
業
の
収
益
が
上
回
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
一
九
三
〇
年
代
の
電
灯
電
力
業
の
好
調
が
、
同
事
業
に

依
存
し
た
消
極
的
な
経
営
の
一
因
と
も
さ
れ
て
い
る）

50
（

。

こ
の
電
灯
電
力
事
業
を
支
え
て
い
た
の
は
、
富
士
瓦
斯
紡
績
か

ら
の
受
電
で
あ
っ
た
。
富
士
瓦
斯
紡
績
は
自
ら
総
延
長
七
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
電
圧
六
万
六
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
の
規
模
を
誇
る
東
京
幹

線
送
電
線
路
を
建
設
し
、
そ
の
両
端
に
六
〇
〇
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア

ン
ペ
ア
の
峯
変
電
所
と
五
四
〇
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
の
駒
沢

発
電
所
を
配
し
、
一
九
一
三
年
一
二
月
か
ら
送
電
を
開
始
し
た
の

で
あ
る）

51
（

。
こ
の
受
電
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
に
と
っ
て
は
、
開
業
初

期
の
業
績
不
振
を
挽
回
す
る
た
め
に
、
経
費
を
節
減
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た）

52
（

。
ま
た
、
中
村
尚
史
の
指
摘
に
よ
る
と
、
富
士

瓦
斯
紡
績
に
と
っ
て
は
、
水
力
発
電
を
利
用
し
た
東
京
へ
の
電
力

供
給
の
足
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
以
降
、
東
京
幹

線
送
電
線
路
か
ら
多
数
の
分
岐
線
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
玉
川
電
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気
鉄
道
の
沿
線
地
域
を
自
ら
の
電
力
供
給
圏
に
組
み
込
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
と
い
う）

53
（

。
こ
う
し
た
状
況
を
前
提
と
し
て
、
以

下
に
鉄
道
事
業
の
展
開
を
詳
述
し
て
い
く
。

二-

二
、
砂
利
事
業
及
び
貨
物
輸
送
事
業

そ
れ
で
は
、
砂
利
事
業
の
展
開
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
先
述

の
通
り
、
砂
利
の
輸
送
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
目
的
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
設
立
前
段
階
よ
り
、
砂
利
の
運
搬
の
み
な

ら
ず
自
ら
採
掘
販
売
を
行
う
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
一
九
〇
三
年
三
月
付
で
発
行
さ
れ
た
「
玉
川
電
気
鉄
道
株
式

会
社
設
計
ノ
説
明
概
要
」）

54
（

に
、「
本
鉄
道
ニ
於
ケ
ル
貨
物
ノ
内
ニ

テ
最
モ
重
量
ニ
シ
テ
且
ツ
夥
多
ナ
ル
ハ
砂
利
ノ
運
搬
ナ
リ
」
と
し

た
上
で
、「
採
掘
販
売
ナ
ル
モ
ノ
ハ
唯
タ
運
搬
ニ
供
フ
方
便
ノ
如

ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
之
レ
ヲ
別
紙
目
的
欄
ヘ
記
載
セ
シ
ハ
、
聊
カ
文

字
上
穏
カ
ナ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヽ
考
ヘ
、
特
ニ
省
キ
置
キ
タ
ル
モ
、
実

際
ニ
於
テ
ハ
之
レ
ヲ
取
扱
フ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
分
か
る
。
そ
の
後
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
二
六
日
の
株
主

総
会
に
て
、
定
款
中
に
「
砂
利
採
掘
販
売
」
の
文
言
を
加
え
る
こ

と
が
議
案
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る）

55
（

。
こ
う
し
た
中
で
、
東
京
府

に
提
出
さ
れ
た
一
九
〇
六
年
一
〇
月
九
日
改
正
の
「
定
款
」
に
は
、

「
当
会
社
ハ
東
京
府
豊
多
摩
郡
荏
原
郡
内
ニ
鉄
道
ヲ
敷
設
シ
一
般

図 2　玉川電気鉄道主要事業純益

典拠）玉川電気鉄道各期『営業報告書』（『事業報告書』）。
註 1）  『営業報告書』の欠号分は、前後の期間の平均値を基に算出した。
註 2）  1927 年上半期分までは、支出に計上されるべき税金が一括記載されており、各事業事の割合が不明なため、

本図では計算対象外とした。
註 3）  1928 年上半期以降の軌道事業には、遊園地関連事業が含まれる。
註 4）  1923 年から 1927 年における不動産事業に関しては、支出が記載されていないため、収益金のみに基づき表記

した。
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運
輸
ノ
業
ヲ
営
ミ
併
セ
テ
電
灯
〔
並
ニ
電
力
〕
ノ
供
給
ヲ
為
〔
シ

及
砂
利
ノ
採
掘
販
売
ヲ
為
〕
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
記
さ
れ
て

お
り）

56
（

、
砂
利
の
採
掘
販
売
は
主
要
事
業
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
。

だ
が
実
際
に
は
、
砂
利
の
採
掘
販
売
と
輸
送
は
、
一
九
〇
七
年

の
開
業
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
開
業
当
初
は
渋
谷
駅
起
点
が

建
設
工
事
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
玉
川
の
運
搬
設
備
が
未

整
備
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る）

57
（

。
砂
利
の
輸
送
に
は
、
貨
車
よ
り
高

所
に
積
み
込
み
場
所
を
設
置
し
て
、
上
部
か
ら
下
部
に
積
み
込
む

た
め
の
設
備
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り）

58
（

、
こ
う
し
た
設
備
の
不
備
の

た
め
、
砂
利
の
輸
送
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
玉
川
電
気

鉄
道
の
砂
利
輸
送
は
稼
働
す
る
も
、
販
売
事
業
に
関
し
て
は
予
定

し
て
い
た
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め）

59
（

、
一
九
一

一
年
二
月
一
日
よ
り
責
任
販
売
協
定
を
結
ん
だ
上
で
、「
一
切
大

丸
組
ノ
一
手
ニ
委
託
シ
、
会
社
ハ
直
接
取
引
ヲ
為
サ
ヽ
ル
コ
ト
」）

60
（

と
し
て
い
る
。
委
託
特
約
中
は
天
候
の
変
動
に
よ
る
影
響
を
受
け

る
こ
と
も
な
く
、
収
益
は
安
定
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）

61
（

。
こ

う
し
た
中
で
、
砂
利
は
輸
送
対
象
と
し
て
の
一
貨
物
と
な
り
、
玉

川
電
気
鉄
道
は
旅
客
輸
送
を
中
心
と
し
た
事
業
に
、
よ
り
注
力
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

次
に
、
貨
物
輸
送
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
（
図
三
）。

玉
川
電
気
鉄
道
の
貨
物
輸
送
の
中
で
は
、
砂
利
が
重
要
な
輸
送
対

象
で
あ
っ
た
。
砂
利
販
売
を
大
丸
組
に
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、

「
貨
車
収
入
ハ
砂
利
営
業
ノ
改
変
ニ
伴
ヒ
テ
、
非
常
ノ
激
増
」）

62
（

を

み
た
と
さ
れ
て
い
る
。
貨
物
輸
送
事
業
の
収
益
は
、
旅
客
輸
送
事

業
と
比
べ
て
尠
少
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
を
契
機
と

し
て
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
関
東
大
震
災
後
の

都
市
復
興
に
お
け
る
建
設
工
事
で
必
要
と
さ
れ
た
大
量
の
砂
利
を
、

採
掘
地
で
あ
る
玉
川
か
ら
、
砧
線
を
経
由
し
て
幹
線
へ
と
輸
送
し
、

東
京
市
電
気
局
線
へ
と
連
絡
輸
送
し
た
結
果
で
あ
っ
た）

63
（

。
一
九
二

六
年
を
頂
点
に
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
く
が
、
復
興
建
設
工
事

に
お
け
る
砂
利
の
需
要
は
健
在
で
あ
っ
た
と
み
え
て
、
一
九
二
〇

年
代
は
関
東
大
震
災
発
生
以
前
よ
り
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

だ
が
、
貨
物
輸
送
の
対
象
が
砂
利
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
復
興
建
設
工
事
の
完
成
と
「
一
般
財
界
ノ
不
況
」
に

よ
り）

64
（

、
一
九
三
〇
年
代
の
貨
物
輸
送
は
低
調
で
あ
っ
た
。

二-

三
、
旅
客
輸
送
事
業
及
び
沿
線
開
発
事
業

砂
利
の
販
売
事
業
か
ら
の
撤
退
や
貨
物
輸
送
事
業
の
停
滞
に
比

し
て
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
た
の
が
旅
客
輸
送
事
業
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
当
初
の
玉
川
電
気
鉄
道
は
、「
砂
利
運
搬

賃
ノ
ミ
ヲ
以
テ
予
算
ヲ
取
リ
、
敢
テ
旅
客
貨
物
ニ
重
キ
ヲ
置
カ
サ
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リ
シ
」
方
針
で
あ
っ
た
が
、「
両
三
年
来
渋
谷
停
車
場
昇
降
人
員

ノ
統
計
及
ヒ
普
通
ノ
旅
客
ヲ
調
ブ
ル
ニ
、
頓
ニ
全
ク
数
層
倍
ト
ナ

レ
リ
」
状
況
で
あ
る
と
し
て）

65
（

、
旅
客
輸
送
を
積
極
的
に
展
開
す
る

方
針
へ
と
転
じ
て
い
る
。

玉
川
電
気
鉄
道
の
鉄
道
事
業
は
旅
客
輸
送
事
業
が
主
体
で
あ
っ

た
た
め
、
図
二
に
示
す
鉄
道
事
業
の
業
績
は
旅
客
輸
送
事
業
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
旅
客
輸
送

事
業
は
、
一
九
二
〇
年
代
は
路
線
網
の
拡
張
に
伴
い
好
成
績
を
収

め
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
電
灯
電
力
事
業
が
高
成

長
し
た
一
方
で
、
そ
の
不
振
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一

九
三
〇
年
代
後
半
に
は
漸
次
的
な
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

開
業
初
期
の
業
績
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
く）

66
（

、
こ

れ
は
郊
外
へ
の
遊
覧
客
に
よ
る
利
用
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

行
楽
地
と
し
て
の
玉
川
の
存
在
は
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、「
玉

川
電
気
鉄
道
の
終
点
は
鮎
と
蛍
の
名
勝
地
」
と
す
る
新
聞
広
告
を

掲
載
し
た
こ
と
に
加
え
て）

67
（

、
幹
線
の
全
線
開
通
を
記
念
し
て
、
各

新
聞
記
者
を
玉
川
に
招
待
し
鮎
漁
の
宣
伝
を
行
う
な
ど）

68
（

、
玉
川
へ

の
行
楽
客
の
誘
因
を
推
進
し
て
い
た
。
一
九
一
二
年
ま
で
に
、
旅

客
の
誘
因
を
目
的
と
し
た
菖
蒲
園
や
玉
川
遊
園
内
に
「
小
鳥
猿
鹿

等
ヲ
増
飼
シ
、
又
玉
川
河
原
ノ
兵
庫
島
二
千
坪
ヲ
借
入
レ
新
ニ
遊

歩
場
」
を
開
設
す
る
な
ど）

69
（

、
行
楽
施
設
の
拡
充
に
努
め
て
い
た
。
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（単位：千円）

図 3　玉川電気鉄道貨物輸送事業純益

典拠）玉川電気鉄道各期『営業報告書』（『事業報告書』）より作成。



玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

九
七
（
九
七
）　

そ
れ
ゆ
え
、
明
治
天
皇
の
崩
御
が
玉
川
の
鮎
漁
の
時
期
と
重
な
っ

た
際
は
、
遊
覧
鮎
漁
な
ど
の
旅
客
が
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、

乗
客
数
が
減
少
し
た
と
い
う）

70
（

。
こ
の
玉
川
遊
園
は
、
一
九
一
三
年

に
「
浅
草
花
屋
敷
持
主
大
瀧
氏
ニ
使
用
ヲ
一
任
」
す
る
形
で
経
営

を
委
託
し
て
い
る
が）

71
（

、
一
九
一
六
年
に
は
再
び
直
営
事
業
化
し
て

い
る）

72
（

。
さ
ら
に
、「
納
涼
客
誘
引
ノ
為
メ
、
遊
園
地
、
兵
庫
島
及

玉
川
沿
岸
等
ニ
高
燭
力
ノ
『
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
ヲ
点
火
」
す

る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
て
い
た）

73
（

。
一
九
二
二
年
に
は
第
二
遊
園
地

を
開
園
し
て
い
る
が）

74
（

、
そ
の
後
の
同
園
は
恒
常
的
な
赤
字
事
業
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
旅
客
輸
送
事
業
に
と
っ
て
、
関
東
大
震
災
の

与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
関
東
大
震
災
に
よ
り
富
士
瓦
斯
紡

績
の
発
電
設
備
が
故
障
し
た
結
果
、
発
生
後
二
十
日
間
は
営
業
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
一
〇
月
以
降
は
「
多
数
ノ
遭
難
者
ガ
沿
線
ニ

来
往
」
し
た
た
め
、
乗
客
数
の
増
加
を
み
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
斯
ル
形
成
ハ
永
続
ス
ベ
キ
性
質
ヲ
有
シ
、
激
震
ニ
堪
ヘ
タ
ル
沿

線
ハ
住
宅
地
ト
シ
テ
最
モ
好
適
ナ
ル
事
ヲ
立
証
セ
ル
次
第
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
帝
都
ノ
復
興
ニ
伴
ヒ
沿
線
ノ
発
展
ハ
一
層
著
シ
キ
モ
ノ
ア

ル
ベ
ク
、
当
会
社
ハ
此
ノ
趨
勢
ニ
応
ジ
、
遺
漏
ナ
キ
施
設
ヲ
ナ
シ
、

震
災
ヲ
転
ジ
テ
福
タ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
期
ス
」
と
し
て
い
る）

75
（

。
こ
れ

以
降
、「
沿
線
居
住
者
ノ
激
増
」
や
「
沿
線
ノ
発
展
ニ
伴
フ
乗
客

ノ
自
然
的
増
加
」
に
よ
り）

76
（

、
旅
客
輸
送
事
業
の
業
績
は
伸
び
て

い
っ
た
。
当
該
時
期
に
は
、
玉
川
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
建

設
す
る
な
ど）

77
（

、
更
な
る
旅
客
誘
引
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。だ

が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
「
一
般
財
界
ノ
不
況
ト
緊
縮

ニ
伴
フ
結
果
」）

78
（

に
よ
り
、
業
績
は
下
降
の
一
途
を
た
ど
る
。
こ
う

し
た
状
況
に
対
し
て
、
定
期
券
や
各
種
回
数
券
の
導
入
を
計
り
、

「
各
々
其
割
引
歩
合
ヲ
増
シ
、
一
時
的
減
収
ヲ
忍
ン
デ
他
日
ノ
増

収
ヲ
期
」）

79
（

す
方
針
を
打
ち
出
し
、
固
定
客
の
確
保
に
注
力
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
前
年
同
期
に
比
し
て
、
一
九
三
四
年
上
半
期
に

は
、
ま
ず
は
乗
客
数
の
増
加
を
達
成
し）

80
（

、
翌
一
九
三
五
年
上
半
期

に
は
収
入
の
増
加
を
達
成
し
て
い
る）

81
（

。
こ
う
し
た
方
針
は
沿
線
地

域
の
住
宅
地
化
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
尚
、
玉
川
電
気

鉄
道
は
、
住
宅
や
商
店
向
け
の
家
屋
を
建
設
し
て
い
る
が）

82
（

、
こ
れ

は
若
干
数
に
過
ぎ
ず
、
自
ら
積
極
的
な
宅
地
開
発
は
行
わ
な
か
っ

た
。以

上
の
よ
う
に
検
討
す
る
と
、
砂
利
輸
送
と
販
売
を
目
的
と
し

な
が
ら
も
、
旅
客
輸
送
へ
と
主
軸
を
移
し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
い

玉
川
の
行
楽
地
化
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

関
東
大
震
災
は
一
時
的
な
好
成
績
を
現
出
さ
せ
た
が
、
一
九
三
〇

年
代
前
半
に
は
収
益
は
低
下
し
、
厳
し
い
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
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た
。
そ
の
後
は
、
漸
次
的
な
景
気
の
回
復
に
伴
い
、
徐
々
に
業
績

を
回
復
さ
せ
て
い
っ
た）

83
（

。

三　

玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営
陣
と
株
主

三-

一
、
経
営
陣

本
節
で
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営
陣
と
彼
ら
を
支
え
た
株
主

に
関
し
て
検
討
す
る
。

ま
ず
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営
陣
を
検
討
す
る
（
表
二
）。

先
述
し
た
よ
う
に
、
鉄
道
建
設
の
資
金
の
窮
乏
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
玉
川
電
気
鉄
道
に
資
金
を
提
供
し
た
の
は
、
東
京
信
託
で
あ
っ

た
。
東
京
信
託
と
は
一
九
〇
六
年
四
月
二
八
日
に
岩
崎
一
に
よ
っ

て
興
さ
れ
た
会
社
で
、
不
動
産
信
託
業
を
中
心
に
、
売
買
の
斡
旋

や
土
木
建
築
工
事
の
監
督
な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
い
た
。
岩
崎

一
が
三
井
家
に
出
入
り
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
東
京
市
内
の
三
井

家
所
有
の
土
地
家
屋
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た）

84
（

。
ま
た
、
同
社
に

は
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
数
集
ま
っ
て
い
た
。
当
時
、
東
京
信
託

は
世
田
ヶ
谷
新
町
に
住
宅
建
築
を
計
画
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
玉

川
電
気
鉄
道
に
対
し
て
優
先
株
を
発
行
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
二

○
万
円
の
融
資
を
申
し
出
た
。
こ
の
案
件
が
一
九
〇
六
年
一
〇
月

九
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
経
営
陣
の
大

幅
な
交
代
が
行
わ
れ
、
東
京
信
託
よ
り
永
松
達
吾
が
専
務
取
締
役

に
、
北
川
礼
弼
や
岩
崎
一
ら
が
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る）

85
（

。
永
松

達
吾
は
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
横
浜
で
生
糸
の
貿
易
業
に
従
事
し
、

時
事
新
報
経
済
部
主
任
や
交
詢
社
評
議
員
な
ど
を
務
め
た
人
物
で

あ
る）

86
（

。
彼
は
玉
川
電
気
鉄
道
の
開
業
に
尽
力
し
た
一
方
で
、
そ
の

後
の
業
績
不
振
に
よ
り
専
務
取
取
締
役
を
退
任
し
、
一
九
〇
九
年

三
月
一
一
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
津
田
興
二
が
後
任
に
就
任
し
て

い
る）

87
（

。
津
田
興
二
は
豊
前
国
中
津
藩
の
剣
術
指
南
役
の
家
に
生
ま
れ
、

開
成
学
校
に
学
ん
だ
後
は
県
立
中
学
校
の
校
長
な
ど
を
務
め
た
。

そ
の
後
、
同
郷
の
福
澤
諭
吉
が
主
宰
し
た
慶
應
義
塾
に
学
び
、
卒

業
後
は
福
岡
師
範
学
校
や
新
潟
新
聞
、
大
務
新
聞
を
経
て
、
時
事

新
報
の
政
治
経
済
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
の
間
に
実
業
界
と

の
交
流
を
深
め
て
い
き
、
一
八
九
二
年
に
三
井
家
に
入
る
。
三
井

家
時
代
に
は
三
井
高
保
の
代
理
と
し
て
富
岡
製
糸
場
の
払
い
下
げ

入
札
に
参
加
し
、
同
工
場
長
や
三
井
物
産
横
浜
支
店
支
店
長
な
ど

を
務
め
、
製
糸
業
の
調
査
の
た
め
の
欧
米
視
察
後
に
、
再
び
富
岡

製
糸
場
工
場
長
に
就
任
し
て
い
る
。
富
岡
製
糸
場
が
原
合
名
会
社

に
売
却
さ
れ
る
と
、
彼
は
原
富
太
郎
の
委
嘱
に
よ
り
総
監
督
と
し

て
富
岡
製
糸
場
に
残
っ
た
が
、
一
九
〇
六
年
に
こ
れ
を
辞
し
、
東

京
信
託
を
は
じ
め
東
京
リ
ボ
ン
や
泰
東
同
文
局
、
購
買
組
合
共
栄

社
に
関
係
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
歴
に
対
し
て
、「
氏
が
経
来
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表 2　玉川電気鉄道役員
氏名 役職 就任時期 辞任時期 備考

渡邊熊之進 専務取締役 /取締役 M36.10.4 M39.1.3 発起人
坊城俊章 取締役 M36.10.4 M39.5.25 陸軍中佐
力石八十綱 取締役 M36.10.4 M39.7.26 旧大洲藩士
早川政廣 取締役 /監査役 M36.10.4 S2.12.21 徳川達孝家家令
本田親雄 相談役 M36.10.4 ―
青山幸宜 相談役 /取締役 /専務取締役 M36.10.4 T15.6.21 旧郡上藩主、十五銀行
柳澤保惠 相談役 M36.10.4 ― 学習院
根津嘉一郎 相談役 M36.10.4 M39.-
谷岡慶治 相談役 M36.10.4 ―
田中筑䦜 相談役 M36.10.4 ―
江川良純 監査役 M38.6.25 M39.9.26
石川吉兵衛 取締役 M39.7.16 M39.9.26
井上敬次郎 取締役 M39.7.16 M39.9.26 東京市街鉄道、東京市電気局、鬼怒川水力電気
鹽田奥造 取締役 M39.7.16 T13.12.20 大阪市電気電話、明治石油、衆議院議員
井出繁三郎 監査役 M39.7.16 M41.12.28 東京帝大司法省、逓信省、鉄道省
鈴木安次郎 監査役 M39.7.16 M42.3.1
永松達吾 専務取締役 /取締役 M39.10.9 M42.7.23 慶應義塾、時事新報、東京信託
岩崎一 取締役 /監査役 M39.10.9 T4.11.26 慶應義塾、三井銀行、東京信託
北川礼弼 専務取締役 /取締役 M39.10.9 S5.12.8 慶應義塾、千代田生命、日本徴兵保険、東京信託
村上定 監査役 M39.10.9 S4.12.31 慶應義塾、改新新聞、山陽鉄道、三十三銀行、共同火災保険、

東京信託
津田興二 専務取締役 /取締役 M42.3.11 S3.11.30 慶應義塾、富岡製糸場、三井物産、東京信託
井上篤太郎 取締役 T2.3.17 S11.10.22 明治大学、富士瓦斯紡績、京王電気軌道
上野山重太夫 監査役 T2.3.17 T4.6.23 東京帝大、木村実業、遠山商店、日華紡績、富士瓦斯紡績
林和太郎 取締役 /支配人 T4.6.23 T6.11.? 慶應義塾、山陽鉄道会社、帝国鉄道庁（参事）
横溝萬吉 監査役 T4.6.23 T5.12.23 鐘ヶ淵紡績、富士瓦斯紡績
藤井諸照 監査役 T5.12.23 T13.12.20 富士瓦斯紡績
和田豊治 相談役 T6.12.19 T14.3.14 慶應義塾、三井銀行、富士瓦斯紡績、九州水力電気
棟居喜九馬 取締役 T7.6.21 S3.6.21 東京帝大、逓信省（電気局長）、東京電燈、洗足幼稚園
永井菅治 支配人 T7.（下半期）T10.（上半期）
湯川萬壽夫 支配人 T10.（上半期） T13.12.- 富士瓦斯紡績
金光庸夫 取締役 /監査役 T12.12.23 S11.10.22 衆議院議員、大正生命
波多野承五郎 取締役 T13.12.20 S4.9.16 慶應義塾、時事新報、外務省、三井銀行、東京信託
鵜飼重雄 支配人 /取締役 /常務取締役 T13.12.- S11.10.22 慶應義塾、千代田生命
門野幾之進 相談役 T13.（下半期）S11.（下半期）慶應義塾、千代田生命
森村開作 相談役 T13.（下半期） S3.（下半期）慶應義塾、九州水力電気、富士瓦斯紡績、明治製糖、森村組
伊藤欣亮 取締役 S2.12.21 S3.4.28 慶應義塾、時事新報、日本新聞
村瀬末一 取締役 S4.12.21 S11.10.22 慶應義塾、東京電灯、名古屋電灯、大同電力
平沼亮三 監査役 /取締役社長 S4.12.21 S11.10.22 慶應義塾、貴族院議員、横濱市会議長
金澤冬三郎 監査役 S5.6.23 S11.10.22 慶應義塾、大日本製糖
後藤国彦 監査役 S5.12.22 S11.10.22 法政大学、川崎財閥、京成電気軌道、王子電気軌道、東洋製鉄
五島慶太 取締役社長 S11.10.22 S13.4.1 東京帝大、鉄道省、目黒蒲田電鉄
篠原三千郎 常務取締役 S11.10.22 S13.4.1 東京帝大、服部時計店、目黒蒲田電鉄
諸明圭造 取締役 S11.10.22 S13.4.1 目黒蒲田電鉄
中川正左 取締役 S11.10.22 S13.4.1 東京帝大、鉄道省（次官）、目黒蒲田電鉄、東京地下鉄道
丹羽武朝 取締役 S11.10.22 S13.4.1 東京帝大、鉄道省（監督局）、目黒蒲田電鉄
松浦由太郎 取締役 S11.10.22 S13.4.1 鉄道省（監督局）
渋澤秀雄 監査役 S11.10.22 S13.4.1 東京帝大、東京宝塚劇場、後楽園スタジアム
小宮次郎 監査役 /取締役 S11.10.22 S13.4.1 東京帝大、鉄道省（電気課長）、目黒蒲田電鉄
山本知太郎 監査役 S11.10.22 S12.12.24 東京横浜電鉄、日米自動車
竹内壽平 取締役 S12.6.25 S13.4.1
渡辺利二郎 監査役 S12.12.24 S13.4.1 東京帝大、渡辺銀行、東京横浜電鉄
守隨眞一郎 監査役 S12.12.24 S13.4.1

典拠）  玉川電気鉄道各期『営業報告書』（『事業報告書』）；慶應義塾「塾員名簿」、「マイクロフィルム版福澤関係文書」、雄松堂；東京急行
電鉄株式会社編集兼発行『東京横浜電鉄沿革史 』 、1943 年；三木田十五『財界学閥展望』、不動書房、1933 年；富士紡績株式会社
編集兼発行『富士紡績百年史』、1997 年；三田商業研究会『慶應義塾義塾出身名流列伝』、実業之世界社、1906 年；五十嵐榮吉『大
正人名辞典』、『大正人名辞典Ⅱ』『昭和人名辞典』、日本図書センター、1987 年；福沢諭吉事典編集委員会編『福澤諭吉事典』、慶應
義塾大学出版会、2010 年；「デジタル版日本人名大辞典 +Plus」、講談社；1916 年 9 月 22 日付『大阪朝日新聞』；橘川武郎「日本に
おける信託会社の不動産業経営の起源 :1906 ～ 1926 年の東京信託の不動産業経営」、『不動産業に関する史的研究』、日本住宅総合セ
ンター、1995 年、：138 頁 -168 頁；筒井正夫「日清戦後，富士紡績会社の経営危機とその克服過程─和田豊治の経営・労務改革（1）
─」、『滋賀大学経済学部研究年報』Vol.18、2011 年、21 頁 -61 頁などにより作成。

註 1）役職名に複数の記載のあるものは、原則として、就任順に記載した。
註 2）表中の「M」は明治を、「T」は大正を、「S」は昭和をそれぞれ示す。
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り
し
事
業
の
跡
を
顧
み
れ
ば
、
悉
く
創
業
に
非
ず
ん
ば
改
革
に
な

り
、
而
も
皆
盛
運
に
赴
か
ざ
る
な
く
、
氏
亦
此
両
者
を
以
て
得
意

と
な
す
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た）

88
（

。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、

津
田
興
二
は
玉
川
電
気
鉄
道
の
再
建
の
た
め
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
も
と
で
先
述
の
よ
う
な
沿
線
開

発
や
玉
川
の
行
楽
地
化
な
ど
が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

尾
川
武
夫
（
玉
川
電
気
鉄
道
電
灯
課
長
、
後
に
東
京
急
行
電
鉄
副

社
長
）
が
、「
津
田
専
務
が
玉
川
電
気
鉄
道
を
形
に
し
た
ん
で

す
」
と
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に）

89
（

、
玉
川
電
気
鉄
道
が
津
田
興
二
に

負
う
と
こ
ろ
は
尠
少
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

津
田
興
二
は
、
同
郷
か
つ
慶
應
義
塾
の
同
窓
で
も
あ
る
和
田
豊

治
に
対
し
て
、
富
士
瓦
斯
紡
績
か
ら
の
四
○
万
円
の
投
資
と
受
電

契
約
を
取
り
付
け
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
和
田
豊
治
が
玉

川
電
気
鉄
道
の
相
談
役
に
就
任
し
て
い
る）

90
（

。
結
果
と
し
て
、
玉
川

電
気
鉄
道
の
経
営
陣
に
は
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
数
お
り
、
同
社

は
「
三
田
出
の
元
老
と
し
て
嘖
々
の
名
声
あ
る
津
田
氏
を
専
務
取

締
役
と
し
、
其
他
和
田
氏
、
北
川
氏
以
下
、
何
れ
も
同
窓
で
且
つ

実
業
界
に
聞
こ
え
た
人
々
」）

91
（

に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
と
評
さ

れ
て
い
た
。

津
田
興
二
の
跡
を
継
い
だ
の
は
北
川
礼
弼
で
あ
っ
た
。
彼
は
福

井
県
敦
賀
郡
の
出
身
で
、
慶
應
義
塾
時
代
に
は
自
由
民
権
運
動
に

熱
を
入
れ
る
も
、
そ
の
後
は
門
野
幾
之
進
と
共
に
千
代
田
生
命
の

創
立
に
尽
力
し
、
同
社
の
専
務
取
取
締
役
を
務
め
た
人
物
で
あ
る）

92
（

。

東
京
信
託
か
ら
参
入
し
た
古
参
の
取
締
役
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

当
時
の
玉
川
電
気
鉄
道
の
資
本
基
盤
で
あ
っ
た
千
代
田
生
命
を
代

表
す
る
立
場
と
し
て
の
就
任
で
あ
っ
た
。
北
川
礼
弼
の
死
後
は
、

社
長
・
常
務
体
制
へ
と
移
行
し
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
二
二
日
に

平
沼
亮
三
と
鵜
飼
重
雄
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
て
い
る）

93
（

。
両
名
と
も

慶
應
義
塾
の
出
身
で
あ
る）

94
（

。

こ
の
時
期
よ
り
業
績
は
低
下
し
て
い
き
、
一
九
三
六
年
一
〇
月

二
二
日
、
玉
川
電
気
鉄
道
は
東
京
横
浜
電
鉄
（
現
在
の
東
京
急
行

電
鉄
）
の
傘
下
に
入
り
、
五
島
慶
太
の
社
長
就
任
と
と
も
に
、
東

京
横
浜
電
鉄
よ
り
経
営
陣
が
多
数
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く

が
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
鉄
道
省
の
官
僚
を
経
て
、
五
島
慶
太
の

も
と
に
東
京
横
浜
電
鉄
に
入
社
し
た
人
物
で
あ
っ
た）

95
（

。

三-

二
、
株
主

最
後
に
、
こ
う
し
た
経
営
陣
を
支
え
た
株
主
の
変
遷
に
関
し
て

検
討
す
る
（
表
三
）。
先
述
の
よ
う
に
、
草
創
期
の
玉
川
電
気
鉄

道
に
資
金
を
提
供
し
た
の
は
東
京
信
託
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
津

田
興
二
の
希
望
に
よ
り
富
士
瓦
斯
紡
績
か
ら
の
投
資
を
受
け
て
い

た
。
だ
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
打
撃
と
翌
年
の
和
田
豊
治
の
死
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表 3　玉川電気鉄道主要株主
《1907 年上半期》 《1913 年上半期》 《1914 年下半期》
株主 株数 株主 株数 株主 株数

青山幸宜 810 和田豊治 7,300 和田豊治 2,000
徳川達孝 568 青山幸宜 1,104 森村開作 2,000
岩崎一：東京信託 410 徳川達孝 568 川崎栄助 2,000
石川津奈 324 加藤泰秋 408 青山幸宜 1,104
吉家捨蔵 312 井上篤太郎 400 鈴木辰五郎 574
力石八十綱 284 石川津奈 324 徳川達孝 568
山本正和 250 吉家敬造 312 持田巽 500
桜井平兵衛 240 鈴木辰五郎 289 高橋茂澄 500
坊城俊徳 220 山本正和 250 稲延利兵衛 500
大塚竹次郎 200 坊城俊良 220 加藤泰秋 408

総株数 12,000 総株数 20,000 総株数 20,000
《1915 年下半期》 《1919 年上半期》 《1919 年下半期》
株主 株数 株主 株数 株主 株数

和田豊治 2,000 金光庸夫：日本教育生命保険 2,000 金光庸夫：日本教育生命保険 6,000
森村開作 2,000 和田豊治 1,500 和田豊治 4,500
川崎栄助 2,000 小出収：内国貯蓄銀行 1,111 森村開作：森村同族会社 3,255
青山幸宜 661 森村開作：森村同族会社 1,085 森村開作 3,000
持田巽 500 森村開作 1,000 川崎栄助 3,000
稲延利兵衛 500 川崎栄助 1,000 小出収：内国貯蓄銀行 2,763
高橋茂澄 400 青山幸宜 791 青山幸宜 1,391
植松好仁：内国貯蓄銀行 387 徳川達孝 341 津田興二 1,208
徳川達孝 341 持田巽 300 北川礼弼 1,145
鈴木辰五郎 312 北川礼弼 275 持田巽 900

総株数 16,000 総株数 16,000 総株数 50,000
《1921 年上半期》 《1923 年上半期》 《1925 年上半期》
株主 株数 株主 株数 株主 株数

和田豊治：富士瓦斯紡績 9,500 和田豊治：富士瓦斯紡績 17,100 金光庸夫：日本教育生命保険 10,550
金光庸夫：日本教育生命保険 6,000 金光庸夫：日本教育生命保険 11,100 門野幾之進：千代田生命保険 9,000
森村開作：森村同族会社 3,000 金光庸夫：大正生命保険 5,196 矢野恒太：第一生命保険 5,000
小出収：内国貯蓄銀行 2,863 足立壮：日本徴兵保険 3,783 足立壮：日本徴兵保険 3,787
石田友吉 1,457 鈴木威：内国貯金銀行 3,783 鈴木威：内国貯金銀行 3,783
青山幸宜 1,391 石田友吉 3,633 石田友吉 3,507
北川礼弼 1,145 田村周蔵：新日本火災海上保険 3,627 田村周蔵：新日本火災海上保険 3,027
津田興二 808 北川礼弼 2,500 北川礼弼 2,500
松尾鶴太：日之出商会 804 津田興二 2,215 金光庸夫：大正生命保険 2,486
加藤泰秋 773 森村開作：森村同族会社 2,000 津田興二 2,115

総株数 50,000 総株数 110,000 総株数 110,000
《1925 年下半期》 《1931 年上半期》 《1937 年上半期》
株主 株数 株主 株数 株主 株数

門野幾之進：千代田生命保険 18,000 鈴木威：内国貯金銀行 28,284 松浦由太郎：日本興業 147,532
金光庸夫：日本教育生命保険 17,300 足立壮：日本徴兵保険 22,299 矢野恒太：第一生命保険 7,840
矢野恒太：第一生命保険 10,000 門野幾之進：千代田生命保険 20,500 朝吹常吉：帝国生命保険 5,000
鈴木威：内国貯金銀行 7,566 村瀬末一：大同土地興業 13,466 津村重紀 3,540
足立壮：日本徴兵保険 7,566 金光庸夫：日本教育生命保険 11,050 北川日出二郎 3,410
石田友吉 7,014 金光庸夫：大正生命保険 9,176 太田新吉：第一徴兵保険 1,500
田村周蔵：新日本火災海上保険 6,990 田村周蔵：新日本火災海上保険 7,040 伊東武 1,000
金光庸夫：大正生命保険 6,586 北川日出二郎 4,910 徳川家孝 1,000
津田興二 5,230 五島慶太：目黒蒲田電鉄 4,500 湯山保寿 800
北川礼弼 4,850 朝吹常吉：帝国生命保険 4,000 稲垣丹次郎 800

総株数 250,000 総株数 250,000 総株数 250,000

典拠）玉川電気鉄道各期『営業報告書』（『事業報告書』）より作成。
註 1）本表作成に関しては、特に増資の時期に留意し、各期毎に上位 10 名を記載した。
註 2）玉川電気鉄道の資本金の変遷は以下の通り。1903 年、40 万円；1906 年、60 万円；1913 年 100 万円；1915 年 80 万円；1918 年、
250 万円；1922 年、550 万円；1925 年、1250 万円。
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（
一
〇
二
）　

去
に
よ
り
、
同
社
は
玉
川
電
気
鉄
道
か
ら
資
金
を
引
き
揚
げ
る
こ

と
と
な
る
。
津
田
興
二
は
、
同
窓
で
あ
る
千
代
田
生
命
の
門
野
幾

之
進
に
懇
願
し
、
そ
の
結
果
、
同
社
が
こ
れ
を
肩
代
わ
り
し
て
い

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
経
営
陣
の
入
れ
替
え
も
起
き
て
お
り
、
富
士

瓦
斯
紡
績
か
ら
来
て
い
た
湯
山
萬
壽
夫
に
か
わ
っ
て
、
千
代
田
生

命
よ
り
入
社
し
た
鵜
飼
重
雄
が
支
配
人
に
就
任
し
て
い
る）

96
（

。
こ
の

千
代
田
生
命
は
「
社
長
門
野
幾
之
進
以
下
、
一
人
の
異
学
閥
を
も

交
へ
な
い
オ
ー
ル
・
ケ
イ
オ
ウ
」）

97
（

と
評
さ
れ
て
い
た
会
社
で
あ
り
、

「
三
田
出
の
元
老
」
が
自
ら
の
関
係
を
駆
使
し
て
資
金
を
調
達
し

て
い
た
と
い
え
よ
う
。

千
代
田
生
命
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
保
険
会
社
が
玉
川
電
気

鉄
道
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
電
気
鉄
道
事
業
が
生
命

保
険
な
ど
の
保
険
会
社
に
と
っ
て
恰
好
の
投
融
資
対
象
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る）

98
（

。
ま
た
日
本
教
育
生
命
や
大
正
生
命
保
険

の
金
光
庸
夫
も
積
極
的
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
、
彼
は
京
王
電

気
鉄
道
や
王
子
電
気
軌
道
に
も
投
資
を
行
い
、
両
社
の
経
営
に
参

画
し
て
い
た
人
物
で
あ
る）

99
（

。

こ
う
し
た
中
で
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
業
績
が
低
下
し
て
い
く
と
、

渋
谷
に
百
貨
店
及
び
地
下
鉄
の
建
設
を
計
画
し
て
い
た
東
京
横
浜

電
鉄
の
五
島
慶
太
が
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
買
収
を
企
図
し
て
い
く
。

彼
は
ま
ず
友
好
的
買
収
を
鵜
飼
重
雄
ら
に
申
し
入
れ
る
も
、
こ
れ

を
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
敵
対
的
テ
ー
ク
・
オ
ー
バ
ー
に
踏
み
切
り
、

内
国
貯
蓄
銀
行
や
日
本
教
育
生
命
、
大
正
生
命
、
千
代
田
生
命
等

の
大
株
主
を
説
得
し
て
、
そ
の
持
株
を
買
収
し
た
。
岡
崎
哲
二
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
買
収
行
動
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
低
下

し
た
経
営
陣
を
刷
新
す
る
上
で
、
有
効
に
機
能
し
た
の
で
あ
る）

100
（

。

そ
の
後
、
玉
川
電
気
鉄
道
は
東
京
横
浜
電
鉄
と
合
併
す
る
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営
陣
と
株
主
の
中
心
は
、

東
京
信
託
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
て
以
降
、
慶
應
義
塾
出
身
者
及

び
そ
の
経
営
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
玉
川
電
気
鉄
道
の
展
開
に
関
し
て
、
特
に
発

起
人
や
経
営
者
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
以
下
の
三
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
会
社

設
立
以
前
は
、
先
行
研
究
が
強
調
す
る
世
田
ヶ
谷
村
の
居
住
者
の

み
な
ら
ず
、
渡
邊
熊
之
進
が
率
先
し
て
計
画
を
推
進
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
鉄
道
設
立
活
動
に
関
す
る
彼
の
動
機
や
見
解
は
定
か

で
は
な
い
が）

101
（

、
沿
線
地
域
居
住
者
と
共
同
一
致
し
て
計
画
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
玉
川
電
気
鉄
道
の
開
業
の
前
提
と

な
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
意
義
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
草
創
期



玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

一
〇
三
（
一
〇
三
）　

の
玉
川
電
気
鉄
道
は
、
採
掘
販
売
を
伴
う
砂
利
関
係
の
事
業
を
重

視
し
て
い
た
が
、
設
備
の
不
備
や
利
用
者
の
動
向
に
よ
り
、
旅
客

輸
送
に
主
軸
を
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
関
東
大
震

災
後
に
は
、
都
市
の
郊
外
へ
の
拡
張
に
伴
い
、
業
績
を
伸
長
さ
せ

て
い
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
転
換
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
第
三
に
、
東
京
信
託
か
ら
の
資
金
提
供
を
契
機
と
し
て
、
結

果
的
に
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業
家
が
玉
川
電
気
鉄
道
に
多
数
参
画

し
、
同
社
は
彼
ら
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
特

に
富
士
瓦
斯
紡
績
や
千
代
田
生
命
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
際
に
は
、

津
田
興
二
の
個
人
的
な
関
係
性
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

専
門
経
営
者
で
あ
る
津
田
興
二
は
、
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
に
加

え
て
、
特
定
の
企
業
か
ら
の
安
定
的
な
資
金
調
達
を
希
望
し
た
の

で
あ
る
。

近
年
の
経
営
史
研
究
の
中
で
は
、
産
業
革
命
期
の
企
業
勃
興
の

原
動
力
と
し
て
「
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
存
在
の
優
位
性
が

議
論
さ
れ
て
い
る）

102
（

。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
鉄
道
建
設
活
動

に
際
し
て
、
特
に
資
金
調
達
の
面
で
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
実
証

的
に
解
明
さ
れ
て
い
る）

103
（

。
こ
う
し
た
研
究
を
念
頭
に
お
く
と
す
れ

ば
、
本
稿
で
の
分
析
に
よ
り
、
慶
應
義
塾
出
身
者
に
よ
る
「
学
閥

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
る
も
の
の
存
在
を
提
起
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の
筆
者
に
は
そ
の
意
図
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
本
稿
の
指
摘
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営
に
際
し

て
、
慶
應
義
塾
出
身
者
に
よ
る
学
閥
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
機
能
し

た
と
い
う
一
事
例
に
限
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、

一
企
業
の
み
を
取
り
上
げ
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
議
論
す
る
こ

と
は
早
計
に
過
ぎ
る
。
作
業
仮
説
と
し
て
「
学
閥
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
提
起
す
る
と
す
る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
は

今
後
の
筆
者
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

民
間
主
体
に
よ
る
巨
額
な
他
人
資
本
を
必
要
と
す
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
事
業
で
あ
る
玉
川
電
気
鉄
道
で
は
、
資
金
的
な
裏
付
け
の
な

い
者
が
計
画
を
発
起
し
た
た
め
、
そ
の
後
に
継
承
す
る
企
業
家
が

充
分
な
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
、
成
業
の
た
め
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
例
は
、
筆
者
の
検
討
に
よ
る
と
、
東
京
の
電
気
鉄
道

を
例
と
す
れ
ば
、
城
東
電
気
軌
道
や
王
子
電
気
軌
道
も
同
様
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
こ
れ
ら
の
鉄
道

に
関
し
て
言
及
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
別
稿
を
も
っ

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
こ
う
し
た

展
開
過
程
の
可
能
性
の
み
を
指
摘
す
る
こ
と
に
留
め
て
お
く
。

註（1
）　

渡
邉
恵
一
「
軽
便
鉄
道
法
の
成
立
│
国
有
化
後
に
お
け
る
鉄
道

政
策
の
一
側
面
│
」、『
立
教
大
学
経
済
学
論
集
』
第
三
七
号
、
八
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（
一
〇
四
）　

九
頁-

一
一
五
頁
。

（
2
）　

中
西
健
一
『
日
本
私
有
鉄
道
史
研
究
増
補
版
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
一
九
七
九
年
。

（
3
）　

鈴
木
勇
一
郎
「
玉
川
電
気
鉄
道
の
生
成
と
世
田
谷
地
域
社
会
の

動
向
」、『
史
友
』
二
八
号
、
六
九
頁-

八
三
頁. ,
同
「
近
郊
農
村

の
都
市
化
と
宅
地
開
発
│
東
京
府
荏
原
郡
世
田
谷
町
に
お
け
る
開

発
を
事
例
と
し
て
│
」、『
近
代
日
本
の
大
都
市
形
成
』、
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
四
年
、
二
七
五
頁-

二
九
八
頁
。

（
4
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
『
東
京
急
行
電

鉄
五
〇
年
史
』、
一
八
三
頁
。

（
5
）　
『
明
治
卅
年 

文
書
類
纂 
土
木
』、
東
京
府
文
書
、
東
京
都
公
文

書
館
所
蔵
（
東
京
府
文
書
の
所
蔵
先
は
以
下
同
様
）、
六
二
二-

Ｂ

四-

〇
二
。
史
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
常
用
自

体
・
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
し
、
文
書
の
収
録
簿
冊
は
初
出
時
の

み
請
求
番
号
を
付
し
た
。

（
6
）　
「
東
乙
第
六
七
号
ノ
内
」、『
明
治
三
十
三
年 
文
書
類
纂 

土
木 

第
一
〇
巻
』、
東
京
府
文
書
、
六
二
四-

Ｄ
五-

一
三
。

（
7
）　
「
御
届
」『
明
治
卅
年 

文
書
類
纂 

土
木
』、
東
京
府
文
書
。
尚
、

一
部
の
出
願
関
係
書
類
は
、
高
木
正
年
の
単
独
若
し
く
は
両
名
に

よ
る
連
名
で
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
木
正
年
は
特
に
補

佐
的
な
立
場
に
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
8
）　
「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
発
起
人
死
亡
届
」、『
明
治
卅
年 

文
書
類

纂 

土
木
』、
東
京
府
文
書
。
本
史
料
は
一
九
〇
〇
年
四
月
五
日
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）　

鈴
木
勇
一
郎
「
玉
川
電
気
鉄
道
の
生
成
と
世
田
谷
地
域
社
会
の

動
向
」。

（
10
）　
「
御
届
」『
明
治
卅
年　

文
書
類
纂　

土
木
』（
東
京
府
文
書
）。

（
11
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
一
頁
。

（
12
）　
「
印
鑑
証
明
」、『
大
正
六
年 

土
木
課 

鉄
道
軌
道 

冊
ノ
二
一
』、

東
京
府
文
書
、
三
〇
二-

Ｄ
八-

一
二
。

（
13
）　
「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
一
年
一

一
月
一
三
日
付
。

（
14
）　

鈴
木
勇
一
郎
「
玉
川
電
気
鉄
道
の
生
成
と
世
田
谷
地
域
社
会
の

動
向
」
は
、
世
田
ヶ
谷
地
域
に
お
け
る
鉄
道
の
拡
充
の
挫
折
を
、

渡
邊
熊
之
進
が
「
第
一
線
を
退
い
て
代
わ
っ
て
外
部
の
資
本
家
が

経
営
の
実
権
を
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
」
た
め
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
本
稿
の
分
析
に
よ
り
、
一
九
〇
五
年
時
点
の
玉
川
電

気
鉄
道
は
、
草
創
期
よ
り
世
田
ヶ
谷
周
辺
の
発
起
人
と
共
同
し
て

い
た
渡
邊
熊
之
進
の
影
響
力
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
路
線
網
の
変
更
は
彼
と
は
異
な
る
「
外
部
の
資
本

家
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
す
る
見
解
は
、
修
正
せ
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　
「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
延
長
線
路
変
更
ノ
件
ニ
付
追
願
」、『
明

治
三
十
三
年 

文
書
類
纂 

土
木 

第
一
〇
巻
』、
東
京
府
文
書
。
同
史

料
に
よ
る
と
、
こ
の
延
長
路
線
に
関
す
る
計
画
は
、
一
八
九
七
年

年
一
一
月
一
三
日
に
一
度
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳

細
及
び
再
提
出
段
階
と
の
差
異
は
、
管
見
の
限
り
、
関
連
す
る
史

料
が
未
発
見
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
九
八
年
三
月
八

日
付
を
以
て
不
認
可
と
な
っ
て
い
る
。

（
16
）　
「
決
議
上
申
」『
明
治
卅
一
年 

文
書
類
纂 

第
一
種 

地
方
行
政 

府
会
第
一
』、
東
京
府
文
書
、
六
二
二-

Ａ
二-

〇
七
。



玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

一
〇
五
（
一
〇
五
）　

（
17
）　
「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
延
長
線
路
変
更
ノ
件
ニ
付
追
願
」、『
明

治
三
十
三
年 

文
書
類
纂 

土
木 

第
一
〇
巻
』、
東
京
府
文
書
。

（
18
）　
「
玉
川
砂
利
電
気
鉄
道
布
設
延
長
線
路
変
更
願
申
達
案
」、『
明

治
三
十
三
年 

文
書
類
纂 

土
木 

第
一
〇
巻
』、
東
京
府
文
書
。

（
19
）　

両
計
画
の
関
係
に
関
し
て
は
、
鈴
木
勇
一
郎
「
玉
川
電
気
鉄
道

の
生
成
と
世
田
谷
地
域
社
会
の
動
向
」
に
詳
し
い
。

（
20
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
『
東
京
急
行
電

鉄
五
〇
年
史
』、
一
八
三
頁
。

（
21
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
二
頁-

二
三
三
頁
。
尚
、
第
一
回
の
株
式
払
込
の
期
限

は
、
一
九
〇
三
年
七
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
（「
玉
川
電
鉄
第
一
回
払

込
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
三
年
六
月
一
四
日
付
）。

（
22
）　

渋
谷
駅
編
集
兼
発
行
『
渋
谷
駅
一
〇
〇
年
史
│
忠
犬
ハ
チ
公
五

〇
年
│
』、
一
九
八
五
年
、
四
九
頁
。

（
23
）　
『
明
治
卅
八
年 

文
書
類
纂 

土
木 

鉄
道 
第
一
巻
』、
東
京
府
文

書
、
六
二
六-

Ａ
三-

一
七
。

（
24
）　
「
土
地
収
用
法
ニ
依
ル
玉
川
電
気
鉄
道
株
式
会
社
軌
道
敷
設
事

業
認
定
ノ
件
」、『
公
文
雑
纂 

明
治
三
十
八
年 

第
十
三
巻 
内
務
省

一
』、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
本
館-

二
Ａ-

〇
一
三-

〇
〇
・
纂

〇
〇
八
七
二
一
〇
〇
。

（
25
）　
『
明
治
卅
八
年 

文
書
類
纂 

土
木 

鉄
道 

第
一
巻
』、
東
京
府
文

書
。

（
26
）　

同
右
。

（
27
）　
「
玉
川
電
気
鉄
道
軌
道
工
事
一
部
施
工
認
可
之
義
ニ
付
稟
申
」、

「
内
務
省
指
令
東
甲
第
一
〇
七
六
号
」、『
明
治
卅
八
年　

文
書
類
纂 

土
木 

鉄
道 

第
一
巻
』、
東
京
府
文
書
。

（
28
）　
『
明
治
卅
八
年 

文
書
類
纂 

土
木 

鉄
道 

第
一
巻
』、
東
京
府
文

書
。

（
29
）　

同
右
。

（
30
）　

同
右
。

（
31
）　
「
玉
川
電
鉄
工
事
の
紛
擾
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
五
年

四
月
九
日
付. ,
「
玉
川
電
鉄
工
事
紛
擾
の
真
相
」、
同
前
、
同
年
四

月
一
一
日
付
。

（
32
）　
「
玉
川
電
鉄
工
事
の
直
営
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
五
年

四
月
一
四
日
付
。

（
33
）　
『
明
治
卅
八
年 

文
書
類
纂 

土
木 

鉄
道 

第
一
巻
』、
東
京
府
文

書
。

（
34
）　
「
御
届
」、『
明
治
卅
八
年 

文
書
類
纂 

土
木 

鉄
道 

第
一
巻
』、

東
京
府
文
書
。

（
35
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
『
東
京
急
行
電

鉄
五
〇
年
史
』、
一
八
四
頁
。

（
36
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
三
頁
。

（
37
）　
「
玉
川
電
気
鉄
道
総
会
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
五
年
一

二
月
二
八
日
付
。

（
38
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
三
頁-

二
三
四
頁
。

（
39
）　

京
王
帝
都
電
鉄
株
式
会
社
総
務
部
編
集
兼
発
行
『
京
王
帝
都
電

鉄
三
〇
年
史
』、
七
頁
。

（
40
）　
「
社
名
改
称
届
」、「
委
任
状
」『
大
正
六
年 

土
木
課 

鉄
道
軌
道 

冊
ノ
二
一
』、
東
京
府
文
書
、
三
〇
二-

Ｄ
八-

一
二
。

（
41
）　
「
東
京
乗
合
自
動
車
出
願
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
六
年



一
〇
六

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
一
〇
六
）　

一
一
月
二
五
日
付. ,
「
新
発
明
の
四
輪
車
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九

〇
九
年
三
月
二
八
日
付
。

（
42
）　
「
決
議
録
」、『
明
治
三
十
九
年 

文
書
類
纂 

土
木
』、
東
京
府
文

書
、
六
二
七-

Ｂ
三-

一
二
。

（
43
）　

同
右
。

（
44
）　
「
玉
川
電
気
鉄
道
株
式
会
社
請
願
許
可
」、『
明
治
三
十
九
年 

文

書
類
纂 

土
木
』、
東
京
府
文
書
。

（
45
）　
「
玉
川
電
気
紛
擾
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
六
年
六
月
三

〇
日
付. ,
「
玉
川
電
鉄
総
会
の
紛
擾
」、
同
前
、
同
年
七
月
一
日

付. ,
「
玉
川
電
鉄
訴
訟
と
な
る
」、
同
前
、
同
年
七
月
二
日
付
。

（
46
）　
「
玉
川
電
気
紛
擾
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
六
年
六
月
三

〇
日
付
。

（
47
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
四
頁-

二
三
五
頁
。

（
48
）　
「
玉
川
電
鉄
開
通
初
日
の
景
況
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇

七
年
三
月
八
日
付
。

（
49
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
『
東
京
急
行
電

鉄
五
〇
年
史
』、
一
七
七
頁
。

（
50
）　　

同
右
。

（
51
）　

富
士
紡
績
株
式
会
社
編
集
兼
発
行
『
富
士
紡
績
百
年
史
上
』、

一
九
九
七
年
、
一
五
五
頁
。

（
52
）　

井
上
篤
太
郎
翁
傳
記
刊
行
会
編
集
兼
発
行
『
井
上
篤
太
郎
翁
』、

一
九
五
三
年
、
七
〇
頁
。

（
53
）　

中
村
尚
史
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
、
三
〇
五
頁
。

（
54
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
所
蔵
史
料
。
史
料
の
閲
覧
に
際
し
て

は
、
同
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
画
像
を
活
用

さ
せ
て
頂
い
た
。

（
55
）　
「
玉
川
電
気
鉄
道
総
会
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
五
年
一

二
月
二
八
日
付
。

（
56
）　
『
明
治
四
十
三
年 

文
書
類
纂 

土
木 

第
二
巻
』、
東
京
府
文
書
、

六
二
九-

Ｃ
三-

一
六
。〔　

〕
内
の
記
載
は
手
書
き
で
加
筆
さ
れ

た
箇
所
を
示
す
。
尚
、
本
史
料
は
、
一
九
一
〇
年
六
月
八
日
付
で

出
さ
れ
た
東
京
府
よ
り
の
照
会
に
応
え
る
形
で
提
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

（
57
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
八
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
〇
七
年
上
半

期
。

（
58
）　

東
京
鉄
道
局
運
輸
課
編
集
兼
発
行
『
砂
利
に
関
す
る
調
査
』、

一
九
二
五
年
、
一
五
頁
。

（
59
）　
「
東
京
市
の
膨
張
と
郊
外
の
電
鉄
事
業
」、『
中
外
商
業
新
報
』、

一
九
一
二
年
六
月
一
五
日
付
。

（
60
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
一
六
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
一
年
上

半
期
。

（
61
）　

玉
川
電
気
鉄
道
各
期
『
営
業
報
告
書
』（『
事
業
報
告
書
』）。

（
62
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
一
六
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
一
年
上

半
期
。

（
63
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
四
二
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
四
年
上

半
期
。

（
64
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
五
三
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
九
年
下

半
期
。

（
65
）　
「
玉
川
電
気
鉄
道
会
株
式
社
設
計
ノ
説
明
概
要
」、
東
京
急
行
電

鉄
株
式
会
社
所
蔵
史
料
。



玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

一
〇
七
（
一
〇
七
）　

（
66
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
一
六
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
一
年
上

半
期. ,
同
第
一
八
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
二
年
上
半
期
。

（
67
）　
「
玉
川
の
鮎
漁
（
六
月
一
日
よ
り
）
と
蛍
狩
」、『
東
京
朝
日
新

聞
』、
一
九
〇
七
年
六
月
二
日
付
。

（
68
）　
「
玉
川
電
鉄
全
通
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
〇
七
年
八
月
三

日
付
。

（
69
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
一
六
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
一
年
上

半
期. ,
同
第
一
九
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
二
年
下
半
期
。

（
70
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
一
九
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
二
年
下

半
期
。

（
71
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
二
〇
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
三
年
上

半
期
。

（
72
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
二
七
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
一
六
年
下

半
期
。

（
73
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
三
六
期
『
事
業
報
告
書
』、
一
九
二
一
年
上

半
期
。

（
74
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
『
東
京
急
行
電

鉄
五
〇
年
史
』、
一
八
七
頁
。

（
75
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
四
一
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
三
年
下

半
期
。

（
76
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
四
三
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
四
年
下

半
期. ,
同
第
四
四
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
五
年
上
半
期
。

（
77
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
四
五
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
五
年
下

半
期. ,
同
四
八
第
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
七
年
上
半
期
。

（
78
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
五
五
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
三
〇
年
下

半
期
。

（
79
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
六
一
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
三
三
年
下

半
期
。

（
80
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
六
二
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
三
四
年
上

半
期
。

（
81
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
六
四
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
三
五
年
上

半
期
。

（
82
）　

玉
川
電
気
鉄
道
第
四
三
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
三
四
年
下

半
期. ,
同
第
四
六
期
『
営
業
報
告
書
』、
一
九
二
六
年
上
半
期
。

（
83
）　

玉
川
電
気
鉄
道
各
期
『
営
業
報
告
書
』（『
事
業
報
告
書
』）。

（
84
）　

麻
島
昭
一
「
日
本
最
古
の
信
託
会
社
│
東
京
信
託
の
分
析
│
」、

『
本
邦
信
託
会
社
の
史
的
研
究
│
大
都
市
に
お
け
る
信
託
会
社
の
事

例
分
析
│
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
一
頁-

五
一

頁
。

（
85
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
四
頁-

二
三
五
頁
。

（
86
）　

三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』、
実
業
之

世
界
社
、
一
九
〇
九
年
、
四
四
一
頁-

四
四
二
頁
。

（
87
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
六
頁
。

（
88
）　

三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』、
三
九
九

頁-

四
〇
〇
頁. ,
「
富
岡
製
糸
場
公
売
開
札
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、

一
八
九
三
年
九
月
一
二
日
付
。

（
89
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
社
史
編
纂
事
務
局
編
『
東
京
急
行
電

鉄
五
〇
年
史
』、
一
八
八
頁
。

（
90
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
三
七
頁
。



一
〇
八

史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

（
一
〇
八
）　

（
91
）　

鈴
木
八
郎
『
株
式
短
評
』、
同
好
会
出
版
部
、
一
九
一
五
年
、

九
〇
頁
。

（
92
）　

三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』、
七
九
九

頁-
八
〇
〇
頁
。

（
93
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
四
五
頁-

二
四
六
頁
。

（
94
）　

三
木
田
十
五
『
財
界
学
閥
展
望
』、
不
動
書
房
、
一
九
三
三
年
、

六
五
頁-

六
六
頁
。

（
95
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
四
七
頁
。

（
96
）　

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
杉
本
寛
一
編
『
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革

史
』、
二
四
三
頁-

二
四
五
頁
。

（
97
）　

三
木
田
十
五
『
現
代
学
閥
展
望
』、
九
〇
頁
。

（
98
）　

小
川
功
「
明
治
末
期
、
大
正
初
期
に
お
け
る
生
保
の
財
務
活
動

│
電
灯
、
電
鉄
事
業
へ
の
関
与
を
中
心
と
し
て
│
」、『
生
命
保
険

経
営
』
第
四
八
巻
第
五
号
、
七
八
頁-

一
〇
〇
頁
。

（
99
）　

王
子
電
気
軌
道
・
京
王
電
気
鉄
道
各
期
『
営
業
報
告
書
』。

（
100
）　

岡
崎
哲
二
「
日
本
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

発
展
│
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
│
」、
日
本
銀
行
金
融
研
究
所

『
金
融
研
究
』
第
一
三
巻
第
三
号
、
五
九
頁-

九
五
頁
。

（
101
）　

渡
邊
熊
之
進
の
企
業
者
活
動
に
対
す
る
動
機
に
関
し
て
、
シ
ュ

ン
ペ
ー
タ
ー
の
見
解
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
単
な
る
経
済
的
な
利

潤
の
獲
得
の
み
な
ら
ず
、
私
的
王
国
の
建
設
や
勝
利
意
識
、
創
造

の
喜
び
と
い
っ
た
も
の
が
想
起
さ
れ
る
（
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
、
塩
野
谷
祐
一
・
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳
『
経
済
発
展

の
理
論
│
企
業
者
利
潤
・
資
本
・
利
子
及
び
景
気
の
回
転
に
関
す

る
一
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
。

（
102
）　

鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和
田
一
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
と
展
開
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。

（
103
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
石
井
里
枝
『
戦
前
期
日
本
の
地
方
企

業
│
地
域
に
お
け
る
産
業
化
と
近
代
経
営
』、
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
一
三
年
を
挙
げ
て
お
く
。

【
謝
辞
】
史
料
閲
覧
に
際
し
、
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
に
大
変
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
同
社
に
は
、
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
を
ご
快
諾
頂

い
た
。
特
に
御
社
名
を
挙
げ
て
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
経
営
史
学
会
関
東
部
会
六
月
例
会

（
於
東
洋
大
学
）
で
の
報
告
を
基
に
、
そ
の
一
部
を
も
っ
て
作
成
し

た
。
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
先
生
方
に
、
特
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。


